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５
年
半
前

の
９
月
‐９

日

「
戦

争
法
」

に
反
対
し
、

毎
月
‐９

の

日
に
街
頭
に
立

っ
て
き
た

「
総

が
か
り
行
動
岡
山
」

の
仲
間
が

今
年

の
冬
も
元
気
だ
。

今
年
最
初

の
‐９

日
、

列
島
を

寒
波
が
覆
う
中
、

２
５
名
が
参

加
。

夕
刻

の
岡
山
駅
頭
に
立

つ

と
足
元
か
ら
冷
気
が
上
っ
て
き

て
、

３
０
劣
も
経

つ
と
指
先
か

ら
シ
ビ
レ
を
感

じ
は
じ
め
た
。

◇
◇
◇
◇

◇

コ
ロ
ナ
対
策

支
援
を
訴

え

初
め
に
マ
イ
ク

を
持

っ
た
社
民
党

の
宮

日
代
表

（
写

真
上
）

は

「
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

が
全
国
で
起
き

て

い
る
。

Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

キ
ヤ

ン
ペ
ー

ン
で

の
感
染
拡
大
を
否

定
す
る
が

果
た
し
て
事
実
は
ど

う
か
。

陽
性
者

の
自
宅
待
機
が

増
え
、

厳
し
い
状
況
」

と
、

徹

底
し
た
検
査
と
隔
離

・
療
養
を

求
め
、

そ
の
た
め

の
十
劣
な
体

業
保
障
を
、

と
訴
え
た
。

ま
た
、

「
社
民
党
は
皆
さ
ん
と

一
緒
に

憲
法
を
守
り
活
か
す
社
会

の
実

現
に

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い

社
民
党
中
国
ブ

ロ
ツ
ク
総
会

が

１
月
９
日
、

広
島
県
庄
原
市

で

コ
ロ
ナ
対
策

の
た
め
規
模
と

時
間
を
縮
小
し
て
開
催
さ
れ
た
。

当
日
の
雪
模
様
が
心
配
さ
れ
た

が

日
程
変
更
が
難
し
く
、

雪
で

一
部
に
欠
席
が
あ
っ
た
。

総
会
は
、

広
島

・
壇
上
代
表

を
議
長
に
進
行
、

活
動
報
告

・

決
算
な
ど
を
拍
手
で
承
認
。

ま

た
、

新
型

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
が

続
＜
中
、

政
治
不
信
が
極
限
ま

で
高
ま
り
、

総
選
挙
態
勢
を
急

ざ

「
広
島
県
連
含
を
中
心
に
候

社

民

党

中

国

ブ

ロ

ツ

ク

総

会

新

生

社

民

党

の

前

進

で

結

束

く
」

と
、

野
党
共
闘
を
訴
え
た
。

続
く
共
産
党
、

市
民
団
体
に
マ

イ
ク
を

つ
な
ぎ
、

「
軍
事
に
金

を
使
っ
て
も
、　

コ
ロ
ナ
対
策
が

で
き
な
い
国
で
い
の
ち
が
守
ら

れ
る

の
か
」

「
政
治
が
寒
く
な

っ
て
い
な
い
か
。

国
民
に
向
き

あ
っ
て
い
る

の
か
」

な
ど
、

国

民
の
た
め
に
、

命
と
暮
ら
し
を

守
る
政
治
を
取
り
戻
そ
う
、

と

訴
え
た
。

◇
◇
◇
◇

日
に
は
、

雨
の
中
、

補
者
選
定
」

を
進
め
、

新
生
社

民
党

の
総
選
挙
勝
利
に
全
力
を

上
げ

る
２
１
年
度
活
動
力
針
を

決
定
し
た
。

さ
ら
に
、

こ
の
間

の

「
合
流
」

問
題
を
め
ぐ
り
、

雪
で
欠
席
と

な
っ
た
島
根
県
連
合
を
除
く
４

県
連
合
か
ら
社
民
党

の
存
続
が

報
告
さ
れ
た
。

島
根
県
連
合

の
状
況
に

つ
い

て
、

福
山
事
務
周
長
か
ら
経
過

と
党
再
生
委
員
会
な
ど

の
取
り

組
み

の
現
状
が
報
告
さ
れ
た
。

岡
山
県
連
合
は
武
本
幹
事
長

【
お
詫
び
と
訂
正
】

先
月

十

本
紙

コ
ラ
ム
で
リ
ュ
ウ
グ

！

ウ

の
大
き
さ
５
００

ｍ
と
書

一

き
、

早
速
読
者
か
ら
連
絡

一

が

入
り
約
９
００

ｍ
に
訂
正

一

し
ま
す
。

で
も
ど
う
や
っ

一

て
の
か
る
の
？
教
え
て
ｌ

ｉ

が
、　

こ
れ
ま
で
の
岡
出

の
共
闘

を
中
心
に
県
連
合

の
立
ち
位
置

の
意
義
や
、

「
護
憲

の
党

の
灯

を
消
さ
な

い
で
」

と

い
う
党
員

の
声
が
党
存
続

の
後
押
し
と
な

っ
た
と
報
告
し
た
。

〈的〔宇図
寿的お知”坤す印

で
は
？
　
中
に
は
帰
省

で
き
な
い

人
を
思
い
な
が

ら
の
正
月
と
な
っ

た
家
族
も
多
か
っ
た

の
で
は
。

子

ど
も
た
ち

の
お
年

玉
に
も
影
響

し

た

の
か
な
。

こ
ろ
ら

の
公
助
は
な

＜
、

自
助
か
…

▼
新
型

コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
が
止
ま
ら
す
、

２
回
目
の

緊
急
事
態
宣
言
と
な
っ
た
。

特
措

法
改
正
で
営
業
自
粛
や
隔
離
要
請

に
従
わ
な
い
と
き
、

罰
則
を
科
す

と

い
う
。

自
助
が
強
調
さ
れ
、

公

助
な
し
の
自
粛
、

要
請
に
従
わ
な

け
れ
ば
懲
役
だ
、

罰
金
だ

で
は
、

だ
れ

の
た
め

の
政
治
か
、　

コ
ロ
ナ

の
印
寵

の
前
に

「
何

で
も
あ
り
１

の
暴
走
は
人
権
侵
書
さ
え
も
危
惧

さ
れ
る
▼
何
が
何
で
も
改
憲
に
道

を
開
＜
た
め
、

閣
議

で
憲
法
解
釈

を
行
な
っ
た
安
倍
政
権

（
当
時
）

だ

っ
た
が
、　

コ
ロ
ナ
禍

の
下
に
緊

急
事
態
宣
言
を

「
緊
急
事
態
条
頂

改
憲
に
す
り
誉
え
よ
う
と
で
も

い

う
の
か

▼
コ
ロ
ナ
禍
を
盾
に
罰
則

を
持

っ
て
私
権

の
制
限
を
強

い
る

こ
と
は
許
さ
れ
な

い
。

「
民
主
主

義

の
す
ぐ
と
な
り
に
フ
ア
シ
ズ

ム

は
あ
る
」

と
い
う
。

憲
法
‐２

条
が

い
う

「
自
由
及
び
権
利
は
、

不
断

の
努
力
」

を
噛
み
し
め
る

（
の
）

定
例
学
習

・
読
者
会

「
新
報
」

読
者
会

・
月

・
日

（
第

３
火
）

「

８
指

害

之
町

「
時
事
問
題
懇
話
会
」

¨

¨
　
・
月

・
日

（
月
末
金
）

「
８
時

※

コ
ロ
ナ
状
況
か
ら
２
月
中
止

¨

¨
ご
意
見
を
お
寄
せ
＜
だ
さ

い

¨

米国海兵隊単独訓練反対 2.11反 核
軍縮 ・日本原基地撤ムを求める岡山県
民集会は、コロナ対策から参加者を
絞つて開催準備を進めてしヽましたが、
諸事情から2021年 集会が急きょ中止
となりました。これからも米海兵隊単
独訓練が予想されるなど、基地の危険
性は変わりません。基地撤去に向けた

運動を強めてしヽきましょう。

場に、換気と参加者を限つて距離を

とりながらも熱心に協議 !!
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1/26
1/27
1/28
1/29
1/30

′′ 意 見交換会
さよなら原発実行委
党定例街宣 マ ツキヨ前
4区 宣伝カー街宣 (倉敷)
部落解放共闘幹事会
岡山市平和推進協 (試本)
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う逮餃ゃまを歩'

セ去tお穀 赫

会場の外は一面白銀の世界、広しヽ会

核兵器禁止条約の
早期批准 ・署名を

2/27 市 民と野党の含同宣伝
16:00～  マ ツキヨ前

2/24 党 定例街宣
18:00～ マツキヨ前

2/19 総 がかり行動
18:00～ 岡山駅マツキヨ

党県連含活動日誌  :
2021年 事務所 ・活動開始     :
社民党中国フロック会議 (庄原)  :
市民と野党の打合せ (試本)    :
総がかり行動 マ ツキヨ前      :
市民と立憲野党の合同宣伝 マ ツキヨ前


